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モ
ン
族
社
会
に
お
け
る
医
療
の
民
俗
論
理

は
じ
め
に

筆
者
は
一
九
九
二
年
二
月
か
ら
二
年
間
の
予
定
で
タ
イ
王
国
に

滞
在
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
目
的
は
、
北
部
に
居
住
す
る
モ
ン

(
2
)
 

(H
m
o
n
g
)
族
の
風
俗
習
慣
に
関
す
る
調
査

・
研
究
に
あ
る
。
逗
留

期
間
の
前
半
に
は
モ
ン
語
な
ら
び
に
標
準
タ
イ
語
の
教
習
を
受
け
る

か
た
わ
ら
、
北
部
の
六
県
の
モ
ン
族
村
を
訪
れ
‘
予
備
調
査
を
行
っ

た
。
同
年
―
二
月
に
は
チ
ェ
ン
マ
イ
県
西
部
の
あ
る
村
落
に
お
い
て

(
3
)
 

定
着
居
住
に
よ
る
本
調
査
を
開
始
し
た
。
こ
の
調
査
は
本
稿
執
筆
時

現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。

こ
の
小
論
は
儀
礼
ー
社
会
構
造
の
相
関
性
研
究
の
副
産
物
と
し
て

な

っ
た
。
筆
者
は
調
査
を
開
始
し
た
当
初
か
ら
、
数
多
く
の
儀
礼
に

遭
遇
し
て
き
て
お
り
、
と
り
わ
け
病
気
治
療
に
ま
つ
わ
る
儀
礼
に
つ

谷

裕

久

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程

日

い
て
は
今
で
も
そ
の
規
範
や
意
味
を
読
み
解
く
の
に
腐
心
し
て
い
る
。

調
査
村
で
は
こ
れ
と
は
別
に
‘
保
健
所
を
通
じ
た
近
代
医
療
の
体
系

も
認
め
ら
れ
、
ふ
た
つ
の
異
な
っ
た
医
療
の
体
系
に
関
与
し
始
め
た

の
が
本
稿
の
端
緒
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
筆
者
が
モ
ン
族
村
に
お
い
て
見
聞
し
た
病
気
と
そ
の
治

療

の

事

例

伝

統

的

信

仰

・
医
療
体
系
と
近
代
的
医
療
体
系
の

二
者
の
病
気
へ
の
対
応
の
仕
方
ー
|
ー
の
記
述
を
す
す
め
、
モ

ン
族

社
会
に
お
け
る
病
気
と
治
療
の
意
味
を
社
会
的
な
観
点
か
ら
整
理
す

る
こ
と
を
企
図
し
た
。

モ
ン
族
の
病
例
と
治
療
儀
礼
と
の
関
係
は
チ
ン
ダ
—

ス
ィ
に
よ
っ

て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ク
ン
ス
タ

ッ
タ
ー
ら
も
モ
ン
族
と
カ
レ

(5
)
 

ン
族
を
対
象
に
多
数
の
症
例
と
対
処
法
を
採
取
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
病
気
発
生
時
の
事
例
研
究
と
し
て
は
有
意
義
で
あ
る
。
し
か
し
‘

い
ず
れ
も
病
気
の
背
景
に
あ
る
社
会
の
問
題
を
検
討
し
よ
う
と
い
う

視
点
は
欠
落
し
て
い
る
。
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「
病
理
（
学
的
な
実
体
）」
、
「文
化

（的
な
意
味
や
認
識
）
」
、
「
社

会
（
的
な
意
味
や
認
識
）
」
の
い
ず
れ
に
焦
点
を
お
く
か
に
よ
っ
て
、

病
気
の
分
析
概
念
や
規
範
は
相
違
し
て
こ
よ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は

伊
藤
亜
人
の
観
点
を
援
用
し
て
お
く
。
彼
は
病
気
の
概
念
を
考
え
る

上
で
、
病
理

・
形
態
的
な
”
実
体
と
し
て
の
病
気
“
と
社
会
的
な

”
病
人
の
地
位
“
と
い
う
ふ
た
つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上

(6
)
 

で
、
フ
ォ
ス
タ
ー
と
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が

提

示

し

た

病

理

学

的

な

え

'dis
e
a
s
e
"
の
概
念
と
、
文
化
的
な

よ
lln
e
s
s
"
の
概
念
区
分
を
用
い

る
な
ら
ば

、

前
者
を
「
生
物

•

生
理
学
的
な

病
理
面
だ
け
で
な
く

‘

文
化
的
な
認
識
を
含
め
た
、
意
味
づ
け
ら
れ
実
体
化
さ
れ
た
病
気

像
」
と
し
、
後
者
を
「
社
会
的
な
病
気
認
識
」
に
限
定
す
べ
き
で
あ

(7
)
 

る
と
し
た
。
本
稿
で
は
便
宜
的
に
彼
の
定
義
に
準
じ
て
、
病
気
を
後

者
の
意
味
で
用
い
る
。

モ
ン
族
は
基
本
的
に
平
等
主
義
的

(
e
g
a
lit
a
ri
a
n
)
で
あ
り
、

一

般
に
社
会
階
層
は
未
分
化
で
、
政
治
的
権
力
を
行
使
す
る
装
置
も
未

発
達
で
あ
る
。
社
会
的
構
成
原
理
と
し
て
は
父
系
出
自
の
理
念
が
重

要
な
位
置
を
占
め
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
を
対
象
に
し
て
伝
統
的
な

信
仰

・
医
療
体
系
と
近
代
的
な
医
療
体
系
の
相
互
関
係
を
追
究
す
る

視
点
は
、
変
容
期
に
あ
る
社
会
ま
た
は
そ
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
像
を

明
確
に
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
前
述
の
モ
ン
族
の

研
究
で
は
捨
象
さ
れ
た
‘
病
気

と
社
会
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
‘
個
人
を
巻
き

込
み
‘
社
会
を
脅
か
す
病
気
の
意
味
を
、
医
療
を
媒
介
に
し
て
社
会

的
な
文
脈
に
還
元
し
て
追
究
す
る
社
会
人
類
学
ま
た
は
社
会
学
的
な

思
考
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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調
査
村
の
概
要

チ
ェ
ン
マ
イ
県
西
部
に
限

っ
て
み
る
と
‘
こ
の
地
域
は
タ
イ
最
高

峰
の
イ
ン
タ
ノ
ン

山

（
二
、
五
九
五

•

六
メ
ー
ト
ル

）
を
持
つ
山

地

・
高
原
域
で
あ
り
、
平
地
に
居
住
す
る
多
数
派
の
タ
イ
人
を
除
け

ば
モ
ン
族
と
カ
レ
ン
族
が
山
地
の
人
口
の
構
成
主
体
で
あ
る
。
国
立

統
計
局
の

一
九
八
五
年
か
ら
八
八
年
に
か
け
て
の
調
査
で
は
‘
タ
イ

の
モ
ン
族
全
人
口
八
二

、

三
五
六
人
の
う
ち

―
七
•

六
五
パ
ー
セ
ン

ト
に
相
当
す
る

一
四
‘
五
八
三
人
か
チ
ェ
ン
マ
イ
県
に
住
み
‘
人
口

集
中
率
は
タ
イ
中
部
の
タ
ー
ク
県
に
次
い
で
第
二
位
で
あ
る
。

一
般
に

モ
ン
族
の
村
は
集
村
的
な
景
観
を
呈
す
る
も
の
が
多
く
‘

十
数
戸
か
ら
数
十
戸
の
集
落
に
よ
る
密
集
型
の
村
落
が
多
数
を
占
め

る
。
モ
ン
族
の
タ
イ
国
流
入
の
時
期
に
つ
い
て
は
‘
一
八
四

0
年
頃

(8
)
 

か
ら

一
九
四

0
年
頃
の
間
で
多
数
の
説
が
あ
る
が
‘
東
は
ラ
オ
ス
か

ら
、
西
は
ミ

ャ
ン
マ

ー
か
ら
の
移
動
が
あ
と
づ
け
ら
れ
る
。

調
査
村
で
あ
る
ラ

ッ
ク
村
（
仮
名
、
写
真

1
)
の
村
落
形
成
の
歴

史
は
さ
は
ど
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
本
村
は
約
五
五
年
前
に
は
す

で
に
ビ
ル

マ
か
ら
の
モ
ン
族
移
入
者
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
現
在
、
ラ

ッ
ク
村
に
は
七
四
の
世
帯
が
あ
り
、
モ
ン
族

の
六
五
世
帯
以
外
に
‘
雲
南
系
漢
人
五
世
帯
‘
雲
南
系
ム
ス
リ
ム

一



世
帯
、
タ
イ
人
二
世
帯
‘

ビ
ル
マ
人
一
世
帯
が
居

住
し
て
い
る
。

一
九
九

一
年
の
所
属
郡
の
村
落

統
計
で
は
‘
本
村
の
全

人
口
は
一
、
七
三
五
人

で
あ
る
。

本
村
の
モ
ン
族
は
八

つ
の
父
系
の
姓
に
よ
る

ク
ラ
ン
の
下
位
分
節
か

ら
な

っ
て
お
り
、
村
落

の
規
模
は
比
較
的
大
き

い
。
村
内
婚
の
率
は
全

体
の
六
一
％
と
卓
越
し
て
お
り
、
若
干
の
貧
富
の
差
は
あ
る
が
、
社

会
的
に
は
階
層
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

本
村
は
海
抜
約
一
、

二
六

O
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
。
生
業
的

に
は
常
畑
で
、
主
に
キ
ャ
ベ
ツ

・
ハ
ク
サ
イ

・
レ
イ
シ
な
ど
を
栽
培

(9
)
 

し
て
い
る
。
ま
た
ロ
イ
ヤ
ル
（
王
室
）

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
指
導
に

よ
っ
て
‘
換
金
作
物
と
し
て
の
果
物
類
や
コ
ー
ヒ
ー

・
花
き
の
栽
培

も
盛
ん
で
あ
る
。

村
民
の
話
に
よ
る
と
、
村
に
国
道
が
通
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地

理
的
な
条
件
か
ら

一
五
年
は
ど
前
ま
で
は
比
較
的
閉
鎖
的
な
地
域
と

し
て
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
商
品
経
済
は
主
と
し
て
村
に
住

写真 1: ラック村（仮称）全景

む
雲
南
系
漢
人
の
商
人
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
十
年

来
、
モ
ン
族
が
保
有
す
る
ピ

ッ
ク
ア

ッ
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
は
‘
利
用
す

る
畑
の
作
業
や
、
作
物

・
化
学
肥
料
の
運
搬
な
ど
に
使
わ
れ
る
と
と

も
に
、
一
時
間
ほ
ど
で
行
け
る
隣
県
の
町
へ
の
往
復
に
用
い
ら
れ
て

お
り
、
商
品
経
済
の
浸
透
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
い
え
る
。

筆
者
が
規
模
の
大
き
い
こ
の
村
落
を
結
果
的
に
本
調
査
地
に
選
ん

だ
の
は
‘
本
村
に
は
タ
イ
領
内
の
モ
ン
族
に
認
め
ら
れ
る

一
五
前
後

の
ク
ラ
ン
の
う
ち
八
つ
ま
で
を
確
認
で
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
予
備
調

査
時
に
複
数
の
リ
ネ
ー
ジ
の
親
族
関
係
や
村
内
婚
の
実
態
を
大
ま
か

に
把
握
す
る
こ
と
か
で
き
た
こ
と
、
な
ど
の
理
由
に
よ
る
。
こ
の
よ

う
な
要
素
は
‘
筆
者
の
一
年
数
か
月
（
予
定
）
に
わ
た
る
村
落
居
住

期
間
中
に
、
ク
ラ
ン
の
下
位
分
節
や
リ
ネ
ー
ジ
の
内
部
で
発
生
す
る

権
威
や
地
位
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
対
峙
で
き
る
こ
と
を
期
待
さ
せ
た
。

伝
統
的
信
仰
・
医
療
体
系
の
現
状

日
常
生
活
に
発
生
す
る
不
幸
や
災
害
に
は
‘
一
定
の
枠
組
に
よ
る

解
釈
か
加
え
ら
れ
る
。
病
気
と
い
う
身
体
の
秩
序
の
変
化
に
対
し
て

も
同
様
で
あ
り
、
独
自
の
体
系
の
中
で
自
然
論
的
ま
た
は
超
自
然
論

的
な
解
釈
が
な
さ
れ
、
治
療
目
的
の
相
応
の
処
置
が
決
定
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
病
因
論
の
体
系
は
モ
ン
族
に
も
認
め
ら
れ
る
。
彼
ら
の
伝

統
的
な
信
仰

・
医
療
体
系
は
図

1
の
よ
う
で
あ
る
。
兆
候
発
見
か
ら

病
気
と
判
断
す
る

一
義
的
な
診
断
の
主
体
は
家
族
ま
た
は
本
人
で
あ

159 
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る
が
、
診
断
を
経
て
処
置

・
予
防
に
至
る
プ

ロ
セ

ス
は
多
様
で
あ
る
。

自
然
論
的
な
解
釈
に
し
た
か
い
、
病
気
の
原
因
が
体
内
や
自
然
上

の
理
由
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
‘
従
来
は
伝
統
的
な
薬
師
〈
ク
ー

・

(10
)
 

チ
ュ
ア

(K
w
s
tsu
aj)〉
に
依
頼
し
、
投
薬
か
治
療
を
施
し
て
も
ら

う
。
方
法
論
的
に
は
漢
方
の
処
方
に
近
い

。
こ
こ
で
は
詳
述
す
る
余

裕
は
な
い
か
‘
内
服
用
に
は
ハ
ー
ブ
や
動
物
の
角
や
骨
な
ど
を
煎
じ

て
飲
み
薬
と
し
て
使
用
し
た
り
、
生
ア
ヘ
ン
を
用
い
た
り
す
る
。
外

用
に
は
ハ
ー
ブ
を
砕
い
た
も
の
が
患
部
へ
の
湿
布
用
と
し
て
使
用
さ

れ
る
ほ
か
、
温
熱
療
法
な
ど
も
あ
る
。
症
状
や
使
用
薬
剤
に
よ

っ
て

違
つ
が
、
治
療
の
費
用
は
数
十
バ
ー
ツ
程
度
か
ら
数
百
バ
ー
ツ
ま
で

と
割
合
に
高
価
で
あ
る
。
本
村
で
三
名
い
る
女
性
の
薬
師
の
う
ち
の

一
名
に
尋
ね
る
と
‘
ひ
と
月
の
利
用
者
は
五
年
ほ
ど
前
ま
で
は
百
件

近
く
あ
っ
た
か
、
最
近
で
は
四

0
件
に
満
た
な
い
程
度
で
、
保
健
所

の
薬
が
身
体
に
合
わ
な
い
と
い
う
年
配
の
者
が
多
い
と
い
う
（
写
真
2
)。

Treatment or 
Prevention 

Spirit Cause 

-Call souls 
-Bridge • 3 
-Necklace•4 
-Medicine bag *5 
- Incantation•6 
-caiじ*7
-etc 

図1: モン族の伝統的信仰・医療体系

(Kunstadter. P. cl al. 1987. p. 57より引用。一部改定。斜'H本はモ ン語）

* I: <クゥァ〉＝ ンャーマンやプリーストが卜占や俵礼にJI]いる木製の道具3 ペアで牛のfり状を呈する。
*2: 〈チュ ・スゥァ）＝胸竹付近の血脈
*3: 身体か らさま よいでた魂が戻って これるよ うに通り逍として木製の橋を近または川に掛ける。
* 4・ 魂離脱防止または悪謡除けの金属性の打袷。おもに幼年時につけてもらう。
*5: 手首などにつけるか衣服の背に縫いつける魂離脱防」または悪盆除けの小~·iの薬袋。
*6: <カウ ・コン (khawvkoob) >と 称される 。 悪窟除けに f•首に紐を巻いたりする。
*7: くチャイ）=I原意は 「タプーJ -防止する」などの意。外出禁」やlit帯の訪1::1禁止。

Cause believed to be known→ Seek treatment from appropriate practitioner→ 

Illness{ 
Cause unknown→ Seek diagnosis→ Diagnosed Cause Diagnostic Methods 

-Look at raw egg 

-Throw horn or wood 
(kuam*I) 

-Take pulse 
-Examine czり sua•2

-Pray and Measure 
joss stick 

-etc 

写真2:村にいる3人の伝統的

薬師のひとり



薬
師
に
な
る
に
は
半
ば
世
襲
的
に
専
門
的
な
知
識
を
得
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
‘
薬
の
霊
〈
ト
ゥ
ラ
ン

・
チ
ュ
ア

(d
la
a
b
ts
u
aj)〉

も
受
け
継
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
秘
儀
性
が
高
く
‘
一
般
の
村
民
は
通

常
は
そ
の
知
を
授
か
ら
な
い
。
こ
う
し
た
事
由
も
あ

っ
て
今
日
で
は

伝
統
的
な
薬
師
に
よ
る
施
術
は
村
民
に
は
疎
遠
な
も
の
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
家
族
や
本
人
の
判
断
で
病
気
の
原
因
が
不
明
確
な
場
合
は
‘
プ
リ

ー
ス
ト
で
あ
る

〈
ジ

・
ネ
ン
・
カ
ゥ

(tx
iv
n
e
e
b
 k
a
w
m
)
 >
あ

る
い
は
シ
ャ
—
マ
ン
で
あ
る
〈
ジ

・

ネ
ン
・
タ
ゥ

(tx
iv

n
e
e
b
 

(11
)
 

th
a
wj)
〉
を
呼
び
、
病
院
を
占
っ
て
も
ら
う
。
こ
こ
で
も
自
然
論
的

ま
た
は
超
自
然
論
的
な
説
明
が
な
さ
れ
る
が
、
原
因
が
、
超
自
然
的

要
素
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
‘
治
療
の
た
め
の
儀
礼
を
行

っ
て
も
ら

う
。
そ
の
お
り
に
な
さ
れ
る
説
明
は
論
理
的
で
あ
り
‘
因
果
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
か
、
結
果
的
に
病
人
が
健
康
を
取
り
戻
す
か
ど
う
か

は
儀
礼
挙
行
者
の
裁
量
に
は
よ
ら
な
い

。
そ
う
で
は
あ
り
な
が
ら
も

彼
ら
は
社
会
的
な
支
持
を
受
け
続
け
て
お
り
、
卜
占
や
儀
礼
か
消
滅

す
る
こ
と
は
な
い

。
村
民
が
伝
統
的
信
仰

・
医
療
体
系
を
通
し
て
治

癒
を
望
む
と
き
‘
供
犠
用
の
動
物
（
鶏
や
豚
、
ア
ヒ
ル

・
犬
な
ど
）

や
線
香
•
酒
な
ど
の
品
、
そ
れ
に
謝
礼
（
百
バ
ー
ツ
前
後
か
ら
数
百

バ
ー
ツ
程
度
ま
で
）
は
、
出
費
が
い
か
に
か
さ
も
う
と
も
供
出
さ
れ

る
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
典
型
的
な
返
答
が
「
魂
や
霊
の
こ
と
は
そ
れ

ら
を
司
る
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
。
実
際
に
彼
ら
は
相
手
を
す
る
の

が
う
ま
い
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら

（儀
礼
を
）
お
願
い
す
る
の
だ
」

と
い
う
村
民
の
言
で
あ
る
。
伝
統
的
な
薬
師
が
衰
退
傾
向
に
あ
る
今

日
で
も
、
宗
教
的
実
践
者
は
そ
の
権
威
を
保
ち
つ
づ
け
て
お
り
、
モ

ン
族
の
病
因
論
の
核
心
に
位
置
し
て
い
る
と
い
え
る
。

レ
ヴ
ィ
11

ス

ト
ロ
ー
ス
は
‘
呪
術
の
効
果
は
そ
れ
へ
の
信
仰
を
前
提
と
し
、
呪
術

師
の
術
の
効
験
に
対
す
る
信
仰
と
患
者
の
呪
術
師
に
対
す
る
信
仰
‘

加
え
て
集
団
的
世
論
の
信
頼
と
要
求
と
い
う
‘

三
つ
の
補
完
的
な
条(泣
）ヽ

件
か
そ
ろ

っ
た
と
き
に
呪
術
が
効
果
を
発
揮
す
る
と
述
べ
て
い
る
カ

モ
ン
族
に
お
い
て
も
こ
の
「
三
位
一
体
」
の
装
置
は
強
く
保
持
さ
れ

て
い
る
。

四

近
代
的
医
療
の
浸
透

近
代
的
な
西
洋
医
学
は
‘
一
九
八
三
年
十
月
に
保
健
所

（タ
イ
厚

生
省
管
轄
）
か
開
設
さ
れ
る
以
前
よ
り
本
村
や
周
辺
の
村
落
の
多
く

の
人
々
に
紹
介
さ
れ
て
は
い
た
。
山
地
民
の
村
落
を
ま
わ
る
一
般
医

療

・
家
族
計
画

・
マ
ラ
リ
ア
の
移
動
医
療
チ
ー
ム
が
定
期
的
に
巡
回

し
、
治
療
や
検
査

・
予
防
に
あ
た

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
村
に
は

病
院
は
な
く
‘
こ
の
保
健
所
が
あ
る
だ
け
だ
が
、
八
七
年
二
月
以
降

は
常
駐
の

ニ
ー
三
名
の
所
貝
が
配
置
さ
れ
、
「
北
タ
イ
に
居
住
す
る

少
数
民
族
の
た
め
の
包
括
的
な
健
康
と
家
族
計
画
事
業
」
を
詠
い
文

句
に
‘
近
隣
数
ヵ
村
の
医
療

・
保
健
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

の
保
健
所
の
設
立
後
は
、
基
礎
的
な
投
薬
や
施
術
は
、
生
活
基
盤
を

村
に
お
く
人
々
に
対
し
て
不
断
に
‘
し
か
も
無
料
で
行
わ
れ
る
よ
う
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に
な
っ
た
。

九
三
年
一
月

1
五
月
に
お
け
る
ラ

ッ
ク
村
保
健
所
の
通
常
開
所
日

九
三
日
間
の
受
診
記
録
を
も
と
に
計
算
す
る
と
‘
こ
の
間
全
体
で
四
‘

(13
)
 

―
四
八
件
‘
一
日
平
均
で
四
四

•

六
件
の
受
診
者
が
あ
っ
た

。

年
齢

で
は
零
歳
代
と
十
歳
代
で
四
割
強
を
占
め
る
以
外
は
‘
七

0
代
に
至

る
ま
で
の
各
層
か
広
範
に
受
診
し
て
い
る
（
表
ー
）
。
受
診
者
の
主

訴
は
軽
度
の
頭
痛

•

腹
痛

•

下
痢
・
風
邪
・
外
傷
が
大
半
で
あ
る

。

受
診
者
は
所
員
の
問
診
（
面
接
）
の
み
で
配
置
薬
を
得
ら
れ
、
身
体

の
状
況
に
よ
っ
て
は
施
術
も
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
投
薬
・
施

術
後
の
病
気
の
治
癒
は
各
家
庭
に
依
存
す
る
。
こ
う
し
て
近
代
的
な

西
洋
医
学
は
、
医
学
的
知
識
の
普
及
と
い
う
方
法
と
い
う
よ
り
も
‘

表 1: ラック村保健所の受診者

受診者総数 4,148件 (100.0%)

年齢 70歳代 62件 1.5% 

60歳代 174 4.2 

50歳代 323 7 8 

40歳代 514 12 4 

30歳代 398 9 6 

20歳代 477 11.5 

10歳代 875 21 1 

0歳代 991 23 9 

不詳 334 8 1 

開所日93日間の一 日平均 44.6件

受診者には本村居住以外の来診者も含む。応急

時の受診・ 往診・ 混合ワクチンの接種者を除く 。

なお受診者には自身の身体の不調や異常を訴え

て来診する個人以外に、世帯構成員の身体的不

調の状況を説明し、代理て投薬を受ける者もこ

の数に含まれる。

(92年12月-93年 5月までの保紐所の統計森料

による）

む
し
ろ
主
と
し
て
投
薬
と
い

う
方
法
を
通
じ
て
ラ

ッ
ク
村
に
受
け
入

れ
ら
れ
‘
浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「村
の
中
に
あ
り
、
近
い
の
で
行
き
や
す
い
」
(
-
七
歳
女
性
）
、

「
伝
統
的
薬
師
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
し
、
利
用
す
る
上
で
は

（
伝
統
的
薬
師
よ
り
も
）
保
健
所
の
ほ
う
が
不
都
合
が
な
い
」
（
三

五
歳
女
性
）
、

「保
健
所
で
も
ら

っ
た
薬
は
す
ぐ
に
効
く
」
（
三
二
歳

男
性
）
、
「
知
識
を
持
た
な
く
と
も
配
置
薬
は
指
示
通
り
の
使
用
で
効

力
を
発
揮
し
、
し
か
も
そ
の
方
法
は
き
わ
め
て
簡
易
で
あ
る
」
（
保

健
所
職
貝
）
、
「投
薬
や
施
術
か

（
主
訴
の
自
己
申
告
に
よ

っ
て

I

箪
者
）
無
料
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
距
離

•

効
力
と
い

っ
た

点
に
お
い
て
村
民
か
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
」
（
村
長
）

な
ど
の
理
由
で
、
何
か
身
体
的
な
異
常
や
不
調
を
感
じ
る
た
び
に
来

診
す
る
、
す
な
わ
ち

「保
健
所

（
の
配
置
薬
）
頼
み

の
ケ
ー
ス
」
か

増
え
つ
つ
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
利
便
性
が

一
日
に
四

五
例
近
い
受
診
者
が
訪
れ
る
所
以
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
村
で
は
伝
統
的
信
仰
・
医
療
体
系
と
近
代
的
医
療
は
併
存
し

て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
両
者
に
対
す
る
価
値
判
断
に

「揺

れ
」
が
あ
る
た

め、

「
最
良
の
治
療
と
は
‘
人
が
最
初
に
シ

ャ
ー
マ

ン
に
か
か
り
、
そ
れ
か
ら
診
療
所
や
病
院
で
医
学
的
な
対
処
を
受
け
、

(14
)
 

再
び

シ
ャ

ー
マ

ン
に
戻
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。」

と
の
言
葉
が
採
取
さ
れ

る
の
も
現
状
を
端
的
に
表
し
て
い
よ
う
。
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五
病
気
治
療
を
め
ぐ
っ
て

前
節
で
触
れ
た
伝
統
的
信
仰

・
医
療
体
系
と
近
代
的
医
療
体
系
の

併
存
の
中
で
、
治
療

・
祓
霊
儀
礼
は
い
か
に
体
現
さ
れ
る
の
か
、
九

二
年

―
二
月
か
ら
九
三
年
三
月
の
間
に
観
察
で
き
た
事
例
よ
り
五
例

を
と
り
あ
げ
て
い
さ
さ
か

の
吟
味
を
加
え
て
お
き
た
い

。
な
お
‘
儀

(15
)
 

礼
の
記
述
は
か
な
り
簡
略
化
し
た
が
、
儀
礼
の
コ
ー
ド
分
析
な
ど
は

別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
い

。

次
の
三
例
は
偶
々
近
づ
い
た
り
、
近
づ
か
れ
た
り
し
て
発
病
し
た

ケ
ー
ス
で
、
発
病
者
と
霊
と
の
本
来
的
な
結
ぴ
つ
き
は
な
い
も
の
で

あ
る
。

〈事

例

①

〉

一

九
九
二
年

―
二
月
下
旬

二

0
歳
女
性
の
例
。
二
週
間
前
か
ら
頭
痛
か
ひ
ど
く
‘
吐
き
気
か

つ
づ
い
て
い
た
。
発
症
後
し
ば
ら
く
し
て
保
健
所
に
か
か
り
頭
痛
薬

の
投
薬
を
受
け
る
か
、
そ
れ
以
降
も
治
ら
な
か

っ
た
。
原
因
は
分
か

ら
ず
‘
し
ば
ら
く
部
屋
の
中
で
伏
せ
た
ま
ま
で
い
た
が
、

〈ジ

・
ネ

ン

・
カ
ゥ
〉

（
プ
リ
ー
ス
ト
）
を
部
屋
に
呼
ん
で
病
因
を
占

っ
て
も

ら
っ
た
。
彼
は
‘
先
日
行

っ
た
モ
ン
族
の
新
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼

に
つ
ら
れ
て
洞
窟
の
霊

〈ト
ゥ
ラ
ン

・
コ
ー

・
ツ
ゥ
ア

(dla
a
b

q
h
o
v
 t
s
u
a
s
)
〉
が
こ
の
家
に
さ
ま
よ

っ
て
入

っ
て
き
て
、
家
屋
の

隅
に
住
む
カ
ミ

〈ト
ゥ
ラ

ン

・
ガ
ウ

・
ジ

ェ
イ

(d
l
a
a
b
k
a
u
m
 

t
s
e
v
)
〉
と

一
緒
に
い
る
。
だ
か
ら
身
体
が
不
具
合
に
な

っ
た
と
話

し
た
。
〈ジ

・
ネ
ン
・
タ
ゥ
〉
（
シ
ャ

ー
マ

ン
）
を
呼
ん
で
、

シ
ャ

ー

マ
ニ

ス
テ
ィ
ソ

ク
な
祓
霊
儀
礼

〈
ウ
ア

・
ネ
ン

・
サ
ン

・
ト
ゥ
ラ
ン

(u
a
 n
e
e
b
 x
a
a
 dla
a
b
)
〉
が
挙
行
さ
れ
‘
豚
を
一
匹
供
犠
し
、

世
帯
構
成
員
で
共
食
し
た
。
す
る
と
数
日
後
に
は
症
状
は
止
ん
だ
。

〈事

例

②

〉

一

九
九
三
年
二
月
下
旬

五
歳
女
児
の
例
。
十
日
前
か
ら
食
事
を
受
け
付
け
な
く
な
り
‘
下

痢
を
く
り
返
す
と
い
う
。
原
因
が
特
定
で
き
な
か
っ

た
た
め
‘
は
じ

め
は
以
前
保
健
所
で
も
ら
っ

た
薬

（胃
腸
薬
？
）
を
飲
ま
せ
た
り
‘

実
際
に
保
健
所
を
訪
ね
て
投
薬
を
受
け
た
り
し
て
い
た
が
、

一
向
に

回
復
し
な
か

っ
た
。
そ
こ
で

〈
ジ

・
ネ
ン

・
カ
ゥ
〉

（プ
リ
ー
ス

ト
）
に
依
頼
し
、
病
因
占
い
を
行

っ
て
も
ら

っ
た
。
そ
の
結
果
、
十

日
ほ
ど
前
に
村
を
流
れ
る
小
川
で
遊
ん
で
い
た
と
き
に
‘
こ

の
子
供

に
水
1
1

小
川
の
霊
〈
ト
ゥ
ラ

ン

・
ト
ゥ
レ
イ

(dl
a
a
b
dl
ej)
〉
か

憑
い
て
‘
子
供
の
魂
か
身
体
を
抜
け
出
た
の
が
原
因
で
あ
る
と
さ
れ

た
。
「
本
来
か
ら
霊
力
の
強
い
、
水
1

1

小
川
の
霊
が
子
供
の
体
内
に

入

っ
て
三
日
も
経

っ
て
い
て
‘
こ
の
ま
ま
で
は
命
か
危
な
い

」
の
で
、

世
帯
構
成
員
の
す
べ
て

が
参
加
し
て
、
招
魂
儀
礼
の
ひ
と
つ

〈
フ

ゥ

・

プ
リ
—

(h
u
p
l
i
g
)
〉
を
行

っ
た
。
プ
リ
ー
ス
ト
は

「
小
川
の

近
く
に
子
供
の
魂
が
落
ち
て
い
る
よ
う
だ
」
と
説
き
‘
帰

っ
て
く
る

よ
う
に
と
念
じ
た
。
さ
ら
に
数
日
経

っ
て
も
子
供
の
病
状
に
変
化
か
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な
い
の
で
、
今
度
は
〈
ジ
・
ネ
ン
・
タ
ゥ

〉
（
シ
ャ
ー
マ
ン

）
を
呼

ん
で
、
祓
霊
儀
礼
〈
ウ
ア

・
ネ
ン

・
サ

ン
・
ト
ゥ
ラ
ン
〉
を
行
っ
て

も
ら
い
‘
小
川
の
ほ
と
り
に
出
向
い
て
犬
を
一
匹
供
犠
し
た
。
こ
の

女
児
は
こ
の
後
、
室
内
で
寝
か
さ
れ
た
ま
ま
で
数
日
過
ご
し
た
が
、

回
復
に
向
か
っ
た
。

〈事
例
③
〉
一
九
九
三
年
三
月
下
旬

二

0
歳
女
性
の
例
。
二
週
間
ほ
ど
前
か
ら
腹
痛
が
治
ら
ず
、
保
健

所
で
投
薬
を
受
け
た
が
、
腹
痛
は
さ
ら
に
激
し
く
な
る
よ
う
に
思
え

た
。
原
因
は
わ
か
ら
ず
、
家
族
は
シ
ャ
ー
マ
ン

〈ジ

・
ネ

ン

・
タ

ゥ〉

に
対
処
を
委
ね
た
。
霊
に
よ
る
卜
占

〈
シ
ャ
イ

・
ヤ
イ

(
s
a
ib

y
a
i
g
)
 >
で
の
判
断
は
次
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
「
数
日
前
に
畑
に

一
家

で
作
業
に
行
っ
て
‘
窪
地
で
水
を
飲
ん
だ
と
き
に
谷
の
霊
〈
ト
ゥ
ラ

ン

・
ニ
ュ
ア
・
タ
ー

(d
l
a
a
b
n
y
u
a
j
 
taj
)
〉
の
い
る
場
所
を
つ
つ

い
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
で
谷
の
霊
は
怒
っ
て
彼
女
の
魂
を
奪
っ
て
し

ま

っ
た
。
そ
の
せ
い
で
こ
の
女
性
の
魂
は
村
の
東
の
畑
に
落
ち
て
い

る
。
そ
れ
で
身
体
に
障
害
が
出
て
い
る
の
た
。
」
〈
ジ

・
ネ
ン

・
タ

ゥ
〉
は
次
に
世
帯
構
成
貝
の
全
員
を
集
め
て
、
治
療
儀
礼
で
あ
る

〈
ウ
ア

・
ネ
ン

・
コ
ー

(u
a
n
e
e
b
 k
h
o
)
〉
を
行
い

（
写
真
3
)
、

豚
を
一
匹
供
犠
し
て
共
食
し
た
。
そ
の
後
も
彼
女
は
保
健
所
の
薬
の

服
用
は
つ
づ
け
て
い
た
が
、
十
日
後
に
は
症
状
は
止
ん
だ
。

次
の
二
例
は
死
霊
が
憑
い
て
発
病
し
た
ケ
ー
ス
で
、
生
者
と
死
者

の
社
会
関
係
に
基
づ
い
て

死
者
か
憑
依
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
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〈事
例

④

〉

三
年
二
月
中
旬

二
六
歳
女
性
の
例
。
一

日
前
か
ら
突
然
ひ
ど
い
頭

痛
か
襲
っ
た
。
保
健
所
を

受
診
し
投
薬
を
受
け
て
も

回
復
し
な
か

っ
た
。
つ
ぎ

に
‘
家
族
は

〈ジ

・
ネ

ン
・
カ
ゥ
〉
（
プ
リ
ー
ス

ト
）
に
卜
占
を
し
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
以
前
に
死
ん
だ
女
の
霊
か

憑
い
て
い
る
と
い
う
。
翌
日
改
め
て
〈
ジ

・
ネ
ン

・
タ
ゥ

〉（
シ
ャ

ー
マ
ン
）
に
憑
い
た
霊
を
送
る
儀
礼

〈
ウ
ア
・
ネ

ン

・
サ
ン
・
ト
ゥ

ラ
ン

(
u
a
n
e
e
b
 x
a
a
 d
l
a
a
b
)
〉
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
が
‘
像
礼

の
前
に
‘
ま
ず
薄
紙
を
人
型
に
つ
な
い
で
切

っ
た
も
の
を
数
十
枚
重

ね
合
わ
せ
て
人
形
の
姿
に
し
た
後
、
こ
れ
に
女
性
が
幼
時
に
着
て
い

た
衣
服
の
一
部
を
切
り
と
っ
て
巻
き
つ
け
る
と
い
う
準
備
が
夫
方
の

男
性
親
族
の
手
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。

つ
づ
い
て
鶏
が
三
羽
供
犠
さ

れ
、
人
形
と
鶏
は
燃
や
さ
れ
て
、
家
の
裏
手
に
捨
て
ら
れ
‘
鵠
の
肉

は
共
食
さ
れ
な
か

っ
た
。
当
初
は
死
ん
だ
女
の
霊
の
詳
細
は
聞
け
な

一
九
九



か
っ
た
が
、
の
ち
に
こ
の
病
者
の
夫
の
兄
で
あ
る
当
世
帯
主
が
明
ら

か
に
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
死
者
は
以
前
マ
ラ
リ
ア
で
亡
く
な

っ
た
こ
の
村
の
女
性
ら
し
く
‘
ろ
う
け
つ
染
め
の
染
料
の
件
で
よ
く

仲
た
が
い
を
し
て
い
た
間
柄
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
場
で
箪
者
に
う

ち
あ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
を
儀
礼
中
に
一
言
で
も
口
に
出

す
と
そ
の
霊
は
今
後
ず

っ
と
女
性
に
つ
き
ま
と
う
よ
う
に
な
る
‘
と

〈
ジ

・
ネ
ン

・
タ
ゥ
〉
に
い
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
述
べ
た
。
そ
の

後
も
彼
女
は
一
週
間
の
あ
い
だ
、
そ
の
霊
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
外

出
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

〈事
例
⑤
〉
一
九
九
三
年
三
月
下
旬

一
九
歳
男
性
の
例
。
l

ヶ
月
は
ど
前
か
ら
身
体
に
だ
る
さ
を
感
じ

て
い
た
が
‘

-
H
前
の
夜
か
ら
下
腹
に
急
な
痛
み
を
感
じ
た
。
保
健

所
を
受
診
し
て
み
て
も
痛
み
は
取
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
後
、

〈
ジ

・

ネ
ン

・
タ
ゥ

〉
（
シ
ャ

ー

マ
ン

）
を
呼
び
、
病
因
占
い

〈
シ
ャ
イ

・

ャ
イ
〉
と
祓
霊
儀
礼

〈
ウ
ア

・
ネ
ン

・
サ
ン

・
ト
ゥ
ラ
ン
〉
を
行

っ

て
も
ら
っ
た
。
筆
者
は
儀
礼
が
は
と
ん
ど
終
わ
り
に
近
づ
い
た
時
点

で
か
け
つ
け
た
た
め
、
そ
の
詳
細
は
定
か
で
は
な
い
が
、
病
気
の
因

果
関
係
は
儀
礼
の
数
日
後
ま
で
関
係
者
の
誰
か
ら
も
聞
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
四
日
後
、
発
病
者
の
父
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
‘
当

日
、
病
気
に
つ
い
て
詳
し
く
話
せ
な
か

っ
た
由
は
‘

「儀
礼
の
最
中

に
そ
れ
を
一
家
の
者
以
外
の
人
に
知
ら
せ
る
と
‘
憑
い
た
霊
は
一
生

息
子
に
取
り
憑
い
た
ま
ま
だ
か
ら
口
に
は
出
さ
な
い
よ
う
に
」
と
シ

ャ
ー
マ
ン
に
告
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
発
病
者
に
は
そ
の
妻

の
父
が
憑
い
て
い
た
。
事
実
関
係
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
妻
の
父
は

病
死
後
数
年
を
経
て
い
た
。
五
年
前
に
妻
が
婚
入
し
て
く
る
と
き
に

妻
方
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
婚
資
の
額
の
多
寡
で
相
手
側
と
お
り
あ
い

が
つ
か
ず
‘
こ
の
妻
の
父
ら
と
も
め
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
原

因
で
憑
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
、
当
時
内
部
で
は
な
さ
れ

て
い
た
ら
し
い
。

さ
て
‘
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
若
干
の
整
理
を
行
っ
て
お
こ
う
。
表

2
に
は
‘
筆
者
が
観
察
し
た
主
な
儀
礼
を
挙
げ
て
お
い
た
。
憑
依
す

る
霊
は
多
様
で
あ
り
、
被
憑
依
者
の
年
齢
層
も
乳
児
か
ら
老
年
に
わ

た
っ
て
幅
広
い

。
ま
た
病
状
の
種
類
も
数
多
く
‘
偏
差
は
あ
る
か
‘

男
女
を
通
じ
て
こ
の
類
の
病
気
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

よ
う
。
①
か
ら
⑤
の
事
例
を
通
じ
て
‘
儀
礼
挙
行
者
の
手
に
よ
る
病

気
の
解
釈
に
は
‘
発
病
者
の
こ
れ
ま
で
の
日
常
性
や
人
間
関
係
か
何

ら
か
の
か
た
ち
で
織
り
こ
ま
れ
‘
論
理
的
に
語
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、

挙
行
さ
れ
る
儀
礼
は
状
況
選
択
的
で
必
ず
し
も
症
状
と
儀
礼
と
の
対

応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い

。
プ
リ
ー
ス
ト
か
シ
ャ
ー
マ

ン
か
と
い

っ
た
儀
礼
挙
行
者
の
選
択
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

モ
ン
族
の
社
会
は
強
固
な
父
系
的
理
念
に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て
い

る
が
、
実
質
的
に
は
漢
族
的
姓
体
系
を
基
礎
に
し
た
ク
ラ
ン
外
婚
を

除
く
と
、
出
自
集
団
と
し
て
の
団
体
性

(co
rp
o
r
a
te
n
ess)

は
発

現
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い
。
最
も
基
本
的
か
つ
日
常
的
な
社
会

・
経
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ふ

済
的
単
位
と
し
て
、
ま
た
大
規
模
な
拡
大
家
族

（
の

一
部
）
と
し
て

存
在
す
る
の
が
世
帯
で
あ
る
。
通
常
‘
儀
礼
は
こ
の
世
帯
を
単
位
に

行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
家
屋
と
世
帯
の
儀
礼
的
な
意
味
に
注
目
し
て
お

こ
う人
々
の
認
識
に
よ
る
と
、
超
自
然
的
存
在
は
、
人
に
飼
い
な
ら
さ

れ
た
、
家
屋
に
住
む
カ
ミ

(t
a
m
e
¥
 d
o
m
e
s
t
i
c
a
t
e
d
 di
e
t
y
 
o
r
 

spirit)

〈ト
ゥ
ラ
ン
・
ニ
ィ
ー

(d
l
a
a
b
n
y
e
g
)
〉
と
荒
ぶ
る
山
野

の
霊

(w
ild
¥
 j
u
n
g
l
e
 
spirit
)

〈
ト
ゥ
ラ
ン

・
ク
ー

(d
l
a
a
b

q
u
s
)
〉
、
そ
れ
に
父
系
ク
ラ
ン
の
祖
霊

〈ポ
ー

・
コ
ン
・
ヤ
ゥ

・
ズ

ー

(
p
oj
k
o
o
b
 y
a
w
g
 t
x
i
v
)
〉
の
三

つ
の
総
称
的
な
対
概
念
で

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
家
屋
の
カ
ミ
に
は
‘
ド
ア
の
（
柱
の
）
カ
ミ
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:Ji-~:tr 全土

〈ト
ゥ
ラ
ン

・
コ
ォ

・
ツ
ォ
ン

(d
la
a
b
q
h
o
v
 r
o
o
j
)
〉
や
家
屋

中
央
に
建
て
ら
れ
て
い
る
柱
の

（上
方
に
住
む
）
カ
ミ

〈
ン
ジ
ー

・

ト
ゥ
ラ
ン

(n
c
e
j
d
l
a
a
b
)
〉
、
い

ろ
り
の
カ
ミ

〈ト
ゥ
ラ
ン

・
コ

ォ

・
ツ
ゥ

(d
l
a
a
b
q
h
o
v
 c
u
b
)
〉
、
そ
の
他
に
も
か
ま
ど

•

主
寝

室
の
戸
ロ
・

家
屋
の
四
隅
な
ど
に
カ
ミ
が
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
荒
ぶ
る
山
野
の
霊
に
は
‘
死
者
の

霊
•

水
I
I

小
川
の

需
•

洞
窟
の

霊

•
白
蟻
塚
の
霊
・
人
を
虎
に
変
え
て
し
ま
う
と
い

う

や
つ
れ
た
未
亡
人
の
霊
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

病
状
発
生
の
直
接
的
な
原
因
は
外
部
か
ら
の
霊
の
憑
依
で
あ
る
か
、

家
屋
の
カ
ミ
は
両
義
的
な
存
在
で
あ
り
‘
こ
れ
ま
で
世
帯
の
構
成
員

の
守
護
に
努
め
て
い
た
の
か
、
祭
祀
を
怠
っ
た
り
、
そ
の
力
が
衰
え



た
り
す
る
と
間
接
的
に
荒
ぶ
る
山
野
の
霊
の
霊
障
を
招
き
や
す
く
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
ド
ア
の
カ
ミ
に
対
し
て
は
定
期
的

に
豚
供
犠
や
鶏
供
犠
を
と
も
な
う
儀
礼
が
挙
行
さ
れ
る
。
こ
の
儀
礼

は
単
独
で
行
わ
れ
る
以
外
に
‘
治
療
儀
礼
や
祓
霊
儀
礼
の
一
連
の
流

れ
の
中
で
も
ま
ず
な
さ
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

儀
礼
に
よ
る
病
気
治
療
は
‘
一
義
的
に
は
身
体
に
不
調
を
き
た
し

た
個
人
と
超
自
然
的
存
在
を
対
象
に
す
る
が
、
二
義
的
に
は
空
間
的

な
家
屋
と
集
団
的
な
世
帯

（血
縁
紐
帯
と
婚
姻
紐
帯
）
を
対
象
に
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
儀
礼
に
は
世
帯
構
成
員
の
参
加
が

組
み
こ
ま
れ
て
い
る
点
や
、
共
食
に
よ
っ
て
病
気
の
意
識
は
世
帯
内

で
共
有
さ
れ
る
点
に
現
れ
る
。
基
本
的
に
は
父
系
的
な
血
縁
に
よ
る

親
族
の
紐
帯
が
重
視
さ
れ
る
が
儀
礼
に
よ

っ
て
同
時
に
婚
姻
紐
帯
の

意
味
も
強
調
さ
れ
、
外
的
世
界
を
よ
り
相
対
化
す
る
の
で
あ
る
。
ラ

ソ
ク
村
の
よ
う
な
多
数
の
リ
ネ
ー
ジ
か
ら
形
成
さ
れ
る
村
落
の
場
合
‘

土
地
の
使
用
や
婚
姻
を
め
ぐ
っ

て
リ
ネ
—
ジ
の
成
員
の
間
で
葛
藤
が

発
生
す
る
機
会
は
多
い
。
治
療

・
祓
霊
儀
礼
な
ど
の
儀
礼
は
祖
先
祭

祀
な
ど
と
同
様
に
ー
ー
年
介
統
合
性
や
分
裂
性
向
を
リ
ネ
ー
ジ
あ
る

い
は
村
落
に
内
包
す
る
場
合
に
1

世
帯
を
ひ
と
つ
の
単
位
と
し

て
世
帯
員
に
再
認
識
を
さ
せ
る
そ
の
契
機
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
‘
憑
依
霊
と
そ
れ
に
対
す
る
対
処
の
差
に
つ
い
て
触
れ
て

こ
う
。
事
例
①
か
ら
③
は
自
然
霊
に
よ
る
発
症
の
例
で
あ
る
。
こ
れ

に
も
事
例
①
の
ご
と
く
に
集
団
と
し
て
処
置
が
講
じ
ら
れ
る
ケ
ー

ス

や
、
事
例
②

・
③
の
よ
う
に
個
人
と
し
て
の
対
処
が
検
討
さ
れ
る
ケ

ー
ス
が
認
め
ら
れ
る
。
対
個
人
と
し
て
治
療
が
検
討
さ
れ
る
と
き
に

は
、
近
代
的
医
療
体
系
が
伝
統
的
信
仰

・
医
療
体
系
の
代
替
策
と
し

て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
‘
治
療
と
い
う
一
義
的
な
目
的
か
ら
は

近
代
的
医
療
体
系
は
伝
統
的
信
仰

・
医
療
体
系
と
併
存
す
る
傾
向
に

あ
る
の
だ
と
い
え
る
。

死
者
の
霊
が
憑
い
た
例
は
、
事
例
④
‘
⑤
に
み
ら
れ
た
が
、
い
ず

れ
も
儀
礼
の
終
了
ま
で
は
「
箱
口
令
」
が
敷
か
れ
て
お
り
、
調
査
者

に
対
し
て
寡
黙
が
保
た
れ
た
。
こ
の
事
例
の
よ
う
に
集
団
外
部
の
死

者
に
よ

っ
て
集
団
内
的
秩
序
に
危
機
が
発
生
し
た
と
き
に
は
‘
伝
統

的
信
仰
・
医
療
体
系
に
強
く
依
存
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
事
例
④

で
は
何
ら
か
の
知
已
を
得
た
者
が
、
事
例
⑤
で
は
姻
族
か
憑
依
し
た

が
、
こ
れ
は
日
常
生
活
を
通
じ
て
比
較
的
閉
鎖
的
な
村
落
社
会
を
形

成
し
、
婚
姻
の
多
数
が
村
内
婚
で
あ
る
と
い
う
こ
の
村
の
社
会
的
な

特
徴
を
反
映
し
た
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
後
者
は
‘

〈
ヤ
ゥ

・
チ
ュ
ア

(
y
a
w
m
c
u
a
s
)〉
す
な
わ
ち
妻
の
父
が
生
産
労

働
の
扶
助

・
供
与
や
娘
の
子
の
命
名
な
ど
で
婚
出
先
の
婿
に
立
ち
入

る
こ
と
の
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ゥ

・
チ
ュ
ァ
関
係
」
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
‘
婚
入
者
の
一
家
と
婚
出
先
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
暗

示
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
‘
近
代
的
医
療
体
系
と
伝
統
的
信
仰
・
医
療
体
系

（社

会
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
と
の
親
和
性
の
度
合
い
を
語
る
事
例
で
あ
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る
が
、
以
下
で
は
近
代
的
医
療
の
受
容
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加

え
る
。

-~--
/' 

近
代
的
医
療
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て

こ
こ
で
前
節
で
観
察
し
た
点
、
す
な
わ
ち
治
療
の
た
め
の
儀
礼
を

受
け
た
者
は
‘
ほ
ぱ
並
行
し
て
保
健
所
の
診
療
を
受
け
て
い
た
と
い

う
事
実
を
想
起
し
て
お
こ
う
。
四
節
で
も
‘
伝
統
的
信
仰

・
医
療
体

系
と
近
代
的
医
療
体
系
の
併
存
を
確
認
し
、
村
民
か
保
健
所
の
利
便

性
を
認
め
る
声
を
記
し
た
か
、
そ
れ
は
ど
保
健
所

（の
配
置
薬
）
の

今
日
的
な
役
割
は
期
待
さ
れ
、
そ
れ
は
果
た
さ
れ
も
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
山
地
民
の
福
祉
目
的
で
開
設
さ
れ
る
保
健
所
の
意
義
は
誰
し

も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
モ
ン
族
の
社
会
的
な
実
態

と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
基
本
的
に
は

「投
薬
」
に
限
ら
れ
る
近

代
医
療
と
の
接
触
の
形
態
‘
換
言
す
れ
ば

「保
健
所
の
利
用
頻
度
の

高
さ
」
は
、
実
は
社
会
に
内
在
す
る
問
題
と
連
携
す
る
。
以
下
で
、

事
例
を
提
示
し
、
の
ち
に
そ
れ
ら
を
簡
単
に
検
討
し
て
お
こ
う
。

〈事
例
⑥
〉
一
九
九
一
二
年

一
月
下
旬

五
歳
男
児
の
例
。
食
欲
が
な
く
‘
嘔
吐
を
繰
り
返
す
。
母
親
の
判

断
で
ま
ず
保
健
所
に
か
か
る
こ
と
に
し
た
。
配
置
薬
を
分
け
て
も
ら

い
、
保
健
所
の
指
示
通
り
に
薬
を
服
用
さ
せ
て
い
た
か
、
投
薬
後
二

日
目
か
ら
子
供
の
身
体
に
発
疹
が
で
き
‘
加
え
て
頭
痛
も
訴
え
る
よ

う
に
な

っ
た
。
様
々
な
症
状
が
重
な
る
の
で
、
再
び
保
健
所
を
受
診

し
た
。
子
供
が
話
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
同
居
し
て
い
る
こ
の
子
の
父

方
の
祖
母
か
、
以
前
家
族
の
者
に
投
薬
さ
れ
た
別
の
抗
生
物
質
を
一二

種
類
、
今
回
受
領
分
以
外
に
飲
ま
せ
て
い
た
こ
と
か
判
明
し
た
。
薬

の
服
用
を
止
め
る
と
発
疹
と
頭
痛
は
解
消
し
た
。
ま
だ
当
初
の
症
状

は
残
っ
て
い
た
が
、
家
族
の
不
安
感
か
ら
こ
の
男
児
に
は
結
局
何
の

薬
も
与
え
ず
自
然
治
癒
を
期
待
し
た
。
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〈事

例

⑦

〉

一
九
九
三
年
二
月
中
旬

三
歳
女
児
の
例
。

一
日
前
か
ら
下
痢
を
繰
り
返
す
。
原
因
は
は

っ

き
り
し
な
か

っ
た
が
、
父
親
が
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
昨
日

朝
か
ら
妻
と
こ
の
子
を
連
れ
て
畑
に
農
作
業
に
出
向
い
た
か
、
そ
の

と
き
に
身
体
を
冷
や
し
た
の
が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。

女
児
は
横
に
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
そ
れ
か
ら
二
日
経

っ
て
も
症
状

は
好
転
し
な
か

っ
た
。
箪
者
が
こ
の
世
帯
を
訪
問
中
に
‘
夫
の
母
か

こ
の
子
供
の
母
親
を
言
い
含
め
て
い
た
か
、
後
に
子
供
の
母
親
に
聞

く
と
‘

「病
因
と
な

っ
た
‘
畑
に
連
れ
て
い

っ
た
こ
と
と
処
置
か
遅

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
夫
の
母
か
長
年
に
わ
た
り
処
し
て
き
た
方
法
と

の
相
違
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
」
の
だ
そ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
女
児

か
母
親
に
連
れ
ら
れ
て
初
め
て
保
健
所
を
受
診
し
た
の
は
そ
の
話
を

聞
か
さ
れ
た
日
の
午
後
で
あ

っ
た
。
保
健
所
で
投
薬
を
受
け
た
後
、

女
児
は
三
日
後
に
は
回
復
し
た
と
の
話
で
あ

っ
た
。



〈事

例

⑧

〉

一
九
九
三
年
三
月
下
旬

六
歳
女
児
の
例
。
前
日
の
夜
か
ら
腹
痛
を
訴
え
る
。
翌
日
に
は
母

親
の
判
断
で
保
健
所
に
来
診
し
た
。
所
員
は
抗
生
物
質
を
与
え
、
帰

宅
さ
せ
た
。
三
日
後
に
は
子
供
は
回
復
し
た
。
事
後
の
調
査
で
は
‘

こ
の
母
親
は
一
夫
多
妻
婚
の
第
二
婦
人
で
、
以
前
‘
夫
と
の
間
に
も

う
け
た
男
児
を
二
年
前
に
七
ヵ
月
の
と
き
に
病
気
で
亡
く
し
て
お
り
、

子
供
の
病
気
に
は
敏
感
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い

。
の
ち
に
こ
の
母
親

に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
答
え
が
あ

っ
た
。
「
今
度

子
供
に
危
険
な
こ
と
か
あ

っ
た
ら
‘
皆
は
私
が
ミ
ス
を
お
か
し
た

(u
a
 ts
i
 

ra
u
g
)
と
思
う
だ
ろ
う
。
」

以
上
、
三
例
の
近
代
的
医
療
と
の
接
触
形
態
を
具
体
的
に
挙
げ
た

が
、
事
例
⑥
は
、
意
図
的
で
な
い
に
せ
よ
明
ら
か
に

「投
薬
」
と
い

う
措
置
の
陥
穿
で
あ
り
、
誤
使
用
あ
る
い
は
薬
品
過
信
の
結
果
で
あ

る
と
い
え
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
‘
結
局
薬
品
を
服
用
さ
せ
る
こ
と

自
体
に
不
安
が
生
じ
、
一
切
の
薬
を
断

っ
て
事
な
き
を
得
た
か
、
こ

れ
は
近
代
的
医
療
の
普
及
が
、
医
療
上
の
知
識
の
普
遍
化
を
通
じ
て

な
さ
れ
ず
‘
「
投
薬
」
と
い
う
一
方
通
行
の
手
段
を
も

っ
て
な
さ
れ

た
こ
と
の
弊
害
で
あ
る
。
彼
ら
の
病
気
の
認
識
は
、

一
義
的
に
は
彼

ら
独
自
の
病
因
論
や
信
仰
体
系
が
説
明
し
て
は
じ
め
て
有
効
な
の
で

あ

っ
て
、
近
代
的
医
療
は
こ
れ
ら
と
は
隔
絶
し
た
位
置
に
あ
る
こ
と

を
語
っ
て
く
れ
る
好
例
で
あ
ろ
う
。

事
例
⑦
と
⑧
は
モ
ン
族
の
女
性
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
の
関
連
を
指

摘
で
き
る
。
前
節
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
モ
ン
族
の
社
会
は
父
系
社
会

で
あ
り
、
女
性
原
理
に
比
べ
男
性
原
理
が
優
位
で
あ
る
。
モ
ン
族
男

女
の
社
会
関
係
を
規
定
し
て
き
た
の
は
こ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
カ

ル

・
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
の
中
に
女
性
は
生
か
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。
こ
と
に
婚
入
後
は
婚
入
先
で
良
き
嫁
と
し
て
、
義
理

の
娘
と
し
て
、
出
産
後
は
母
と
し
て
の
役
割
期
待
が
高
く
‘
仔
細
な

部
分
に
至
る
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
理
想
論
的
モ
デ
ル
ヘ
の
接
近
が
暗
黙

の
了
解
と
な

っ
て
い
る
。
子
育
て
は
大
き
く
母
親
に
依
存
し
て
お
り
‘

子
供
は
管
理
す
る
母
親
と
対
に
し
て
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
‘

こ
の
例
の
よ
う
に
‘
乳
幼
児
に
病
気
の
兆
候
が
発
見
さ
れ
る
と
、
直

接
•

間
接
原
因
は
さ
は
ど
追
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
し
に
母
親
の
責
任

に
帰
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
か
、
方
法
の
相
違
を
指
摘

さ
れ
て
か
ら
す
ぐ
に
も
保
健
所
を
訪
れ
た
と
い
う
行
為
に
顕
現
す
る

の
で
あ
り
‘

「
私
の
ミ
ス
」
と
い
う
言
に
あ
き
ら
か
に
な
る
の
で
あ

る
。
保
健
所
の
受
診
記
録
に
は
現
れ
な
い
が
、
実
際
に
乳
幼
児
の
受

診
の
と
き
に
は
ま
ず
父
親
が
子
供
を
連
れ
て
く
る
こ
と
は
な
い
。
そ

れ
は
母
親
の
役
目
で
あ
る
。
社
会
に
あ
る
慣
習
と
し
て
の
い
わ
ば

「
病
気
ー
母
親
責
任
説
」
が
母
子
の
集
合
を
呼
び
、
保
健
所
に
ア
ジ

ー
ル
的
な
機
能
を
付
加
し
て
い
る
の
は
‘
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
点
は
モ
ン
族
社
会
に
お
け
る
女
性
性
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
内
面
化

・
社
会
化
の
問
題
と
し
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
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七
お
わ
り
に

伝
統
的
信
仰

・
医
療
体
系
に
し
た
か
っ
て
い
え
ば
、
病
気
に
な

っ

て
は
じ
め
て
病
因
が
語
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
個
人
が
な
し
た
行
動

や
因
果
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
病
気
は
社
会
的
な
問

題
と
し
て
追
究
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
儀
礼
に
よ
る
伝
統
的
な
病
気
治

療
は
裁
可
や
因
果
律
か
ら
の
解
放
て
あ
り
、
清
算
の
行
為
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
近
代
医
療
は
病
原
に
働
き
か
け
る
直
接
的
な
療
法
で

あ
る
た
め
、
そ
の
裏
に
隠
さ
れ
て
い
る
社
会
的
な
事
象
と
は
関
わ
る

こ
と
は
な
い

。
し
か
し
な
が
ら
‘
治
療
の
方
法
と

い
う
視
点
か
ら
鑑

み
る
と
、

社
会
や
集
団
的
秩
序
の
危
機
に
は
‘
伝
統
的
な
信
仰

・
医

療
体
系
が
、
個
人
的
な
秩
序
の
危
機
に
は
近
代
的
な
医
療
体
系
か
そ

れ
ぞ
れ
の
場
に
お
い
て
親
和
性
を
発
揮
す
る
の
だ
と
い
え
る
。

筆
者
は

こ
の
次
元
の
違
う
ふ
た
つ
の
医
療
体
系
を
介
し
て
モ
ン
族

の
社
会
‘
つ
と
に
「
家
（
庭
）
内
的
領
域
」
で
の
病
気
と
治
療
の
社

会
的
意
味
を
描
き
出
す
こ
と
に
努
め
た
。
本
論
で
確
か
め
ら
れ
た
よ

う
に
、
ラ
ソ
ク
村
で
は
伝
統
的
信
仰
・
医
療
体
系
と
近
代
医
療
は
併

存
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
よ
う
に
近
代
医
療
が
「
知

識
の
普
及
」
で
な
く
、
あ
く
ま
で
「
投
薬
」
と

い
う
姿
で
受
容
さ
れ

よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
前
節
の
よ
う
な
観
念
上
の
混
乱
や
不
信
が
増

大
す
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。
科
学
の
一
領
域
と
し
て
の
近
代

医
療
の
伝
統
的
信
仰

・
医
療
体
系
へ
の
接
近
‘

あ
る
い

は
儀
礼
挙
行

者
の
医
学
的
知
識
の
獲
得
は
、
今
後
の
対
山
地
民
施
策
と
も
絡
み
‘

大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
我
々
の
前
に
あ
る
の
で
あ
る
。
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〈付
記
〉

長
年
に
わ
た
り
神
戸
大
学
に
奉
職
さ
れ
、
本
年
度
末
で
退
官
を
迎

え
ら
れ
る
長
谷
川
善
計
先
生
の
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
祈
念
し
、

小
稿
を
捧
げ
ま
す
。
(
-
九
九
三
年
十
月
六
日
於
チ
ェ
ン
マ
イ
）

(1
)

本
論
は
以
下
の
発
表
原
稿
の
i

部
を
敷
術
し
、
加
箪
修
正
し
た
も
の

で
あ
る

。

＾
•

Int
er
preta
tion 
of 
Illness 
:
 as
 a
n
 issu
e
 of w
o
r
l
d
 

v
ie
w
 of t
h
e
 H
m
o
n
g
", 
p
r
e
s
e
n
t
e
d
 at C
o
n
c
u
r
r
e
n
t
 S
ess
ion of 

In
d
i
g
e
n
o
u
s
 K
n
o
w
le
d
g
e
 a
n
d
 D
e
v
e
lo
p
m
e
nt
,
 A
 P
a
r
t
ic
i
p
a
t
o
r
y
 

R
e
se
a
r
c
h
 
a
n
d
 
Polic
y
 
C
o
l
l
o
q
u
i
u
m
 
:
 L
E
A
D
E
R
S
H
IP
,
 

S
O
C
IO
E
C
O
N
O
M
IC
 C
H
A
N
G
E
,
 an
d
 G
E
N
D
E
R
,
 or
g
a
n
i
z
e
d
 

b
y
 
the 

S
o
c
ial 

R
e
s
e
a
r
c
h
 
Inst
itu
te 
of 
C
h
ia
n
g
 
M
a
i
 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 

a
n
d
 
the 
S
c
h
o
o
l
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E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
of 
th
e
 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 

of 

S
a
n
 
F
r
a
n
c
i
s
c
o
,
 Pacific 
L
e
a
d
e
r
s
h
i
p
 

Internat
io
n
a
l
 S
t
u
d
i
e
s
,
 at 
C
h
i
a
n
g
 M
a
i
 
U
n
iv
e
rsity
,
 Ju
n
e
 

2
9ー

3
0
,
1
9
9
3
.
 

な
お
、
締
切
り
の
関
係
か
ら
箪
者
は
本
稿
の
草
稿
の
ほ
と
ん
ど
を
調

査
村
で
記
し
た
。
現
地
で
参
照
で
き
た
資
料
の
数
や
執
筆
時
間
に
は
お

の
す
と
限
界
が
あ

っ
た
た
め
‘
散
漫
な
記
述
部
分
を
生
ま
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
の
旨
に
つ
い
て
は
お
許
し
を
請
う
て
お
き
た

い
。

(2
)

言
語
学
的
に
は
シ
ナ

・
チ
ベ

ッ
ト
語
派
‘
ミ

ャ
オ
・
ヤ
オ
語
族
、
モ

ン
語
の
話
者
で
、
自
称
は
「
モ
ン
」
で
あ
る
。
タ
イ
中
南
部
に
居
住
す
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